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『
文
心
雕
龍
」

の
基
本
的
性
格

ー

そ
の
創
作
論
と
し
て
の
編
述
腱
系
ー

甲

斐

勝

二

は
じ
め
に

劉
魏
の

『
文
心
雕
龍
』
五
十
篇
は
、
魏
巫日
以
來
の
文
學
評
論
が
充
實
の
極
鮎
に
達
し
た
南
朝
の
齊
梁
時
代
に
著
わ
さ
れ
た
現
存
最
古

の
交
學
論
の
專
著
で
あ

っ
て
、
こ
れ
と
相
前
後
し
て
出
現
す
る
梁
の
鍾
燦
の

『
詩
品
』
三
巻
と
共
に
、
六
朝
文
學
論
を
代
表
す
る
劃
期

的
著
述
と
し
て
古
來
そ
の
評
債
に
は
絶
大
な
も
の
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
爾
書
を
比
較
し
た
場
合
、
彼
の

『
詩
品
』
が
確
か
に
當
時
の
文
學
評
論
と
し
て
極
め
て
斬
新
で
個
性
的
な
覗
鮎
を

打
ち
出
し
て
、
後
世
の
詩
話
の
勃
興
に
多
大
な
影
響
を
與
え
た
も

の
で
あ
る
と
は
い
え
「
そ
の
評
論
の
樹
象
を
わ
ず
か
に
五
言
詩
と

い

う
狭
い
文
學
ジ
ャ
ン
ル
に
限
定
し
て
い
る
の
に
比
し
て
、
此
の

『
文
心
雕
龍
』
は
、
少
な
か
ら
ず
傳
統
的
な
文
學
観

に
立
脚
し
な
が
ら

も
、
軍
に
詩
歌
だ
げ
で
は
な
く
、
文
髄
論

(
ジ
ャ
ン
ル
論
)
・
修
僻
論
な
ど
文
學
全
般
に
渉
る
諸
問
題
を
廣
範
に
か
つ
多
角
的
に
取
り
扱

い
、
そ
の
文
學
論
的
膿
系
化
を
意
欲
的
に
試
み
た
も

の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
意
味
で
、
こ
の

『
文
心
雕
龍
』
が
六
朝
文
論
史
上
に
占
め



る
位
置
の
重
要
性
は

『
詩
品
』
の
ご
と
き
小
珊
の
到
底
企
及
す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

今
試
み
に
、
劉
魏
自
身
が
そ
の
序
志
篇

(第
五
十
)
に
論
述
す
る
と
こ
ろ
に
從

っ
て
、『文
心
雕
龍
』
五
十
篇
の
構
成
を
表
示
す
れ
ば
、

左

の
如
く
に
な
り
、
そ
の
整
然
た
る
禮
系
性
を
窺
う
の
に
十
分
で
あ
る
。

上
篇

(
綱

領

)

文
學
原
理
論

(文
之
橿
紐
)

1
原
道
篇

2
徴
聖
篇

3
宗
経
篇

4
正
緯
篇

5
辮
騒
篇

文

論

6
明
詩

篇

9
頒
讃

篇

12
諌
碑
篇

15
譜
隠
篇

16
史
傳
篇

19
詔
策
篇

22
章

表
篇

25
書

記
篇

7
樂
府
篇

8
詮
賦
篇

10
祝
盟
篇

11
銘
箴
篇

13
哀

弔
篇

14
雑
文
篇

ー

以
上
、
韻
文
系

17
諸

子
篇

18
論
説
篇

20
撤
移
篇

21
封
輝
篇

23
奏

啓
篇

24
議
封
篇

-

以
上
、
散
文
系

下
篇
①

(
毛

目
)

構

想

論

26
紳
思
篇

27
膣
性
篇

28
風
骨

篇

29
通
攣
篇

30
定
勢
篇

33
聲
律
篇

39
練
字
篇

43
附
會
篇

修

僻

論

31
情
采
篇

34
章
句
篇

36
比
興
篇

詔
事
類
篇

41
指
暇
篇

44
纏
術
篇

32
鋳
裁
篇

35
麗
僻

篇

37
脊
飾
篇

40
隠
秀
篇

42
養

氣
篇

46
物

色
篇

そ

の

他

45
時
序
篇
(
丈
學
史
)

47
才
略
篇
(
作
家
史
)

48
知
昔
篇
(
評
債
論

)

49
程
器
篇
(
作
家

論
)

旬
序
志
篇

参
考
①
蓋
文
心
之
作
也
、
本
乎
道
、
師
乎
聖
、
髄
乎
経
、
酌
乎
緯
、
攣
乎
騒

、
文
之
櫃
紐
、
亦
云
極
　

。
(
序
志
篇
)

②
若
乃
論
文

戯
筆

、
則
圃
別

庭
分
、
原
始
以
表
末

、
繹
名
以
章
義
、
選
文
以
定
篇
、
敷

理
以
畢
統

、
上
篇
以

土
綱
領
明
　

。
(
序
志
篇
)

『
文
心
雕
龍
』

の
基
本
的

性
格

(
甲
斐
勝

二
)

留
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③
至
於
割
情
析
采
、
籠
圏
條
貫
、
播
稗
性
、
圖
風
勢
、
苞
會
通
、
閲
聲
字
、崇
替
於
時
序
、
褒
財
於
才
略
、
招
恨
於
知
昔
、
取
介
於
程
器
、

長
懐
序
志
、
以
駅
璽
篇
、
下
篇
以
下
毛
目
顯
　
。

(序
志
篇
)

右
の
構
成
表
か
ら
直
ち
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
文
心
雕
龍
』
五
十
篇
は
、

大
別
し
て

「
上
篇
」
二
十
五
篇
と

「
下
篇
」
二
十
五

篇
と
に
は

っ
き
り
と
折
半
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ま
ず
上
篇
は

「
文
之
椹
紐
」
と
し
て

『
文
心
雕
龍
』
全
膣
の
要
諦

と
な
り
、
い
わ
ば
原

理
論
と
呼
び
得
る
冒
頭
の
五
篇
と
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
韻
文

・
散
丈
に
渉
る
各
種
各
様
の
文
章
様
式
を
個
別
に
論

じ
た
、
い
わ
ば
文
髄

論
と
も
稔
し
得
る
二
十
篇
と

の
都
合
二
十
五
篇
を
も

っ
て
構
成
さ
れ
る
。

一
方
下
篇
は
、
創
作
に
あ
た

っ
て
の
構
想
論

・
修
群
論
、
文

學
史

・
作
家
史
等
の
諸
問
題
を
論
じ
た
二
十
四
篇
、
並
び
に
自
序

一
篇

の
都
合
二
十
五
篇
に
よ
っ
て
成
る
。
ま
こ
と

に
本
書
は
、
文
學

に
關
わ
る
多
様
な
問
題
を
網
羅
し
た
、
希
有
の
肚
大
な
文
學
論
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
今
、
あ
ら
た
め
て
、

私
が
こ
の
構
成
表
を
作
る
た
め
に

「参
考
」
と
し
た
序
志
篇
の
文

(前
出
)
を
見
直
す
と
き
、
我
々

は
、
上
篇

に
勤
す
る
劉
魏
の
態
度
が
下
篇
に
封
す
る
そ
れ
と
全
く
比
重
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
に
氣
つ
く
は
ず

で

あ

る
。
な
ぜ
な
ら

ば

、
こ
の
序
志
篇
の
文
は
、
い
ず
れ
も

『
文
心
雕
龍
』
の
構
成
に
つ
い
て
言
及
し
た
劉
魏
自
身
の
重
要
な
言
葉
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
よ

れ
ば
、蓋

し
文
心
の
作
や
、
道
に
本
づ
き
、
聖
に
師
し
、
経
に
腱
し
、
緯
に
酌
み
、
騒
に
憂
ず
、
文
の
福
紐
は
亦
た
云

に
極
ま
れ
り
　
。

若
し
乃
ち
文
を
論
じ
筆
を
叙
す
れ
ば
、
則
ち
圃
別
匿
分
し
、
始
め
を
原
ね
て
以
て
末
を
表
わ
し
、
名
を
繹
し
て
以
て
義
を
章
ら
か

に
し
、
文
を
選
び
て
以
て
篇
を
定
め
、
理
を
敷
い
て
以
て
統
を
畢
ぐ
。
上
篇
以
上
に
、
綱
領
明
ら
か
な
り
　
。

と
言
い
、
ま
た
、
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情
を
割
き
采
を
析
ち
、
條
貫
を
籠
圏
す
る
に
至

っ
て
は
、
神

・
性
を
摘
き
、

風

・
勢
を
圖
り
、

會

・
通
を
苞

み
、

聲

・
字
を
閲

し
、
時
序
に
崇
替
し
、
才
略
に
褒
疑
し
、
知
音
に
招
恨
し
、
程
器
に
取
介
し
、
懐
い
を
序
志
に
長
く
し
て
、
以
て
星
篇
を
駅
す
。

下
篇
以
下
に
、
毛
目
顯
ら
か
な
り
　
。

と
言

っ
て
、
劉
鋸
は
、
上
篇
を

「
綱
領
」
と
見
倣
し
、
下
篇
を

「
毛
目
」
と
見
倣
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
「綱
領
」
と

「
毛
目
」
と
い
う

二
種

の
相
封
立
す
る
概
念
は
、

例
え
ば

『
抱
朴
子
』
に

「
操
綱
領

以
整
毛
目
」
と
あ
る

②

よ
う
に
、
「綱
領
」
は
本
質
的
な
問
題
を
指
す
概
念

で
あ
り
、
「
毛
目
」
は
そ
れ
に
附
随
す
る
細
目
的
な
問
題
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
だ

と
す
れ
ば
、

我

々
は

『
文
心
雕
龍
』
に
お
い
て
も
、
「綱
領
」

と
呼
ば
れ
た
上
篇

に
は
劉
魏

の
文
學
論
の
眼
目
と

な
る
本
質
的
な
問
題

が
包
括
さ
れ
て
お
り
、

一
方

「毛
目
」
と
稔
さ
れ
た
下
篇

に
は
、
そ
の
本
質
的
問
題
を
巡
る
細
目
的
な
問
題
が
雑
然
と
取
り
集
め
ら
れ

て
い
た
と
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
從
來
の

『
文
心
雕
龍
』
研
究
は
、
こ
の
上
篇
と
下
篇
と
を
、
あ
た
か
も
同
じ
比
重
で
前
後
に
並
べ
ら
れ
た
異
質
の
論
述

で
あ
る
か
の
如
く
認
識
し
、
極
端
な
場
合
、
そ
の
論
述
の
覗
鮎
は
、
上
篇
、
特
に
そ
の
中
心
と
な
る
べ
き
文
膿
論

二
十
篇
を
な
い
が
し

ろ

に
し
て
、
む
し
ろ
細
目
的
な
下
篇
の
諸
問
題
に
研
究
の
關
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
の
が
事
實
で
あ

っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
嶺
。
こ

の
よ
う
な
認
識
を
招
い
た
原
因
は
、
お
そ
ら
く

『
文
心
雕
龍
』
の
基
本
的
性
格
を

『
詩
品
』
と
同
し
よ
う
に
、
當
時
の
文
學
に
封
す
る

評

論
と
観
る
無
反
省
な
前
提
が
あ

っ
た
た
め
だ
と
私
は
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
い
わ
ば
傳
統
的

・
形
式
的
な
文
燈
論
に
は
さ

ほ
ど

の
特
殊
性
は
無
い
と
決
め
込
み
、
お
の
ず
か
ら
多
彩
な
下
篇

の
諸
篇
に
幻
惑
さ
れ
魅
了
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
從
來
の
研
究
態
度
は

『
文
心
雕
龍
』
の
性
格
そ
の
も
の
を
考
え
る
場
合
、
上
篇
を

「
綱
領
」
と
呼
び
、
下

『文
心
雕
龍
』
の
基
本
的
性
格

(甲
斐
勝
二
)
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篇

を

「
毛
目
」
と
見
倣
し
た
劉
魏

の
意
圖
に
沿
う
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
小
論
は
、
以
上
の
よ
う
な
観
黙
に
立
ち
、
抜
本
的

に

『
文
心
雕
龍
』
の
基
本
的
性
格
を
考
察
し
直
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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ま
ず
最
初
に
、
劉
駕
が

『
文
心
雕
龍
』
を
著
わ
す
に
至

っ
た
そ
も
そ
も
の
動
機
に
つ
い
て
、
本
書
の
序
志
篇
に
言
う
と
こ
ろ
か
ら
ζ

れ
を
考
え
て
み
る
と
、
せ
ん
じ
詰
め
た
と
こ
ろ
、
次
の
二
つ
の
動
機
に
し
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
第

一
の
動
機
は
、

當
時
の
詩
文
の
堕
落
と
混
魁
に
樹
す
る
彼

の
危
機
感
に
よ
る
。
彼
が
、

唯
だ
文
章
の
用
は
、
實
に
経
典
の
枝
條
に
し
て
、
五
禮
は
之

に
資
り
て
以
て
成
り
、
六
典
は
之
に
因

っ
て
用
を
致
す
。
君
臣
の
柄

燥
た
る
所
以
、
軍
國
の
昭
明
な
る
所
以
、
そ
の
本
源
を
詳
に
す
る
に
、
経
典
に
非
ざ
る
は
莫
し
。
而
る
に
、
聖
を
去
る
こ
と
久
遠

に
し
て
、
文
禮
は
解
散
す
。
僻
人
は
奇
を
愛
し
、
言
は
浮
説
を
貴
ぶ
。
羽
を
飾

っ
て
尚
豊
き
、
撃
幌
に
文
繍
す
。
本
を
離
る
る
こ

と
彌

≧
甚
し
く
、

將
に
途
に
詑
濫
せ
ん
と
す
。

蓋
し
周
書
は
僻
を
論
じ
て
、

腱
要
を
貴
び
、

尼
父
は
訓
を
陳

べ
て
、
異
端
を
悪

む
。
僻
訓
の
異
は
、
宜
く
要
を
膣
す
べ
し
。
是

に
於

い
て
、
筆
を
搦
り
て
墨
を
和
し
、
乃
ち
始
め
て
文
を
論
ず

。

と
言
う
の
は
、
そ
う
し
た
彼
の
危
機
感
を
吐
露
し
た
も

の
で
あ
る
。

そ
の
第
二
の
動
機
は
、
前
人
の
文
論
の
不
備
不
當
に
樹
す
る
彼

の
不
浦

に
よ
る
。
つ
ま
り
、

詳
ら
か
に
観
る
に
近
代
の
文
を
論
ず
る
者
は
多
し
　
。
魏
文

の
述
典
、
陳
思
の
序
書
、
慮
場
の
文
論
、
陸
機

の
文
賦
、
仲
治
の
流

別
、
宏
範
の
翰
林
に
至

っ
て
は
、
各
≧
隅
隙
を
照
ら
す
も
、
衝
路
を
観
る
こ
と
鮮
な
し
。
或

い
は
當
時
の
才
を
減
否
し
、
或
い
は



前
修

の
文
を
鈴
品
し
、
或
い
は
雅
俗
の
旨
を
汎
學
し
、
或
い
は
篇
章
の
意
を
撮
題
す
。
魏
典
は
密
な
れ
ど
も
周
な
ら
ず
、
陳
書
は

辮
な
れ
ど
も
當
る
こ
と
無
く
、
鷹
論
は
華
な
れ
ど
も
疏
略
、
陸
賦
は
巧
な
れ
ど
も
砕
餓
、
流
別
は
精
な
れ
ど
も
功
少
な
く
、
翰
林

は
淺
に
し
て
要
寡
な
し
。
又
君
山

・
公
幹
の
徒
、
吉
甫

・
士
龍
の
輩
、
汎
く
文
意
を
議
す
る
も
の
、
往
往
聞
出
す
れ
ど
も
、
鼓
び

に
未
だ
葉
を
振
い
て
以
て
根
を
尋
ね
、
瀾
を
観
て
源
を
索
む
る
能
わ
ず
、
先
哲
の
詰
を
述
べ
ず
、
後
生
の
慮

に
盆
無
し
。

と
嚴
し
く
批
到
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
彼
の
不
滞
を
表
明
し
た
も

の
で
あ
る
。

以
上
の
劉
駕

の
見
解
は
當
時
の
文
學
界
の
實
情
を
窺
い
知
る
う
え
で
、

い
ず
れ
も
極
め
て
重
要
な
嚢
言
で
は
あ

る
が
、

今
、
『
文
心

雕

龍
』
全
篇
の
内
容
に
直
接
關
わ

っ
て
く
る
も
の
は
、
と
り
わ
け
前
者
、
す
な
わ
ち
當
時
の
詩
文

の
堕
落
と
混
齪

に
樹
し
て
彼
が
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
て
い
た
文
學
の
危
機
感
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。

・

斯
く
の
如
く
あ
ら
ば
、
『
文
心
雕
龍
』
と
い
う
書
は
、

當
時
の
詩
文
が
新
奇
を
追
求
し
浮
誰
を
憧
憬
す
る
ば
か
り
で
、

で
た
ら
め
と

混
迷
の
増
禍
に
落
ち
入
ろ
う
と
し
て
い
る
と
到
断
し
た
劉
魏
が
、
そ
の
よ
う
な
當
時
の
詩
文

の
危
機
的
情
況
を
救
濟
し
、
本
來
の
正
當

な
文
章
禮
系
を
再
建
す
る
た
め
に
著
し
た
、
野
心
的
な
痛
憤
の
著
述
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
劉
魏
は
、
序
志
篇
の
冒
頭
に
お
い
て
、
こ
の

『
文
心
雕
龍
』
と
い
う
書
名
を
つ
け
た
所
以
を
解
説
し
て
次
の
よ
う
に
い

う
。

夫
れ
文
心
な
る
者
は
、
文
を
爲
る
の
用
心
を
言
う
な
り
。
昔
潟
子

の
琴
心
、
王
孫
の
巧
心
は
、
心
な
る
か
な
美

な
る
か
な
。
故
に

之
を
用
う
。
古
來
文
章
は
雕
褥
を
以
て
膣
を
成
す
。
豊

に
膓
爽

の
璽
言
の
雕
龍
な
る
に
取
ら
ん
や
。

す
な
わ
ち
劉
鋸
は

「
そ
も
そ
も
文
心
と
は
、
詩
文
を
創
作
す
る
に
當

っ
て
の
心
配
り
、
と
い
う
意
味
な
の
だ
。」
と
言
い
、
ま
た

「
古

『文
心
雕
龍
』
の
基
本
的
性
格

(甲
斐
勝
二
)

61



中
國
文
學
論
集

第
十

一
號

來

の
詩
文
は
、
雕
褥
、
つ
ま
り
美
し
く
濃
や
か
に
み
が
き
整
え
る
こ
と
を
身
上
と
し
て
き
た
」
の
で

「雕
龍
」
と
名
づ
け
た
と
も
言

っ

て

い
る
。
劉
魏

の
こ
の
解
説

に
從

っ
て

『
文
心
雕
龍
』

と
い
う
書
名
の
意
味
を
解
繹
す
れ
ば
、
「詩
文
創
作
上
の
配
慮
を
守

っ
て
、
美

し
く
濃
や
か
に
み
が
き
上
げ
た
詩
文
を
創
作
す
る
た
め
の
文
論
。」
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

62

二

も
と
も
と

『
文
心
雕
龍
』
が
實
践
的
な
創
作
論
の
書
で
あ

っ
た
こ
と
は
、

序
志
篇
に
所
謂

「
文
之
橿
紐
」、

つ
ま
り
文
學
の
核
心
を

な
す
基
本
的
問
題
と
し
て

一
括
さ
れ
て
い
る
本
書
冒
頭
の
五
篇
ー

原
道

・
徴
聖

・
宗
経

・
正
緯

・
辮
騒
の
各
篇

を
、
序
志
篇
に
述
べ

 る
と
こ
ろ
と
照
慮
さ
せ
て
み
れ
ば
、
更

に
明
瞭
に
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
劉
駕
は
序
志
篇

に
次

の
よ
う
に
言

っ
て
い
た
。

蓋
し
文
心
の
作
や
、
道
に
本
づ
き
、
聖
に
師
し
、
経

に
農
し
、
緯
に
酌
み
、
騒
に
攣
ず
、
文
の
橿
紐
は
亦
た
云
に
極
ま
れ
り
　
。

さ
て
、
こ
の
序
志
篇
の
文
に
列
畢
さ
れ
た
五
つ
の

「
文
之
椹
紐
」
は
、
そ
の
ま
ま

『
文
心
雕
龍
』
冒
頭
の
五
篇

と
そ
の
順
序
が
ぴ
っ

た
り
と
合
致
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
本
書
下
篇

の
篇
次
が
序
志
篇
に
列
畢
す
る
順
序
と
必
ず
し
も

一
致
し
て
い
な
い
の
と
異
な

り
、
こ
の
冒
頭
の

「
櫃
紐
」
五
篇
が
、
明
ら
か
に
本
來
の
ま
ま
の
配
列
の
順
序
を
保
存
し
て
い
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
以
下
、
こ

の
五
篇
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
主
張
を
、
序
志
篇
に
言
う
と
こ
ろ
と
封
慮
さ
せ
な
が
ら
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。

序
志
篇

に

「
道
に
本
つ
く
」

と
し
て
提
示
さ
れ
る
原
道
第

一
は
、

至
蜜
至
善

の

「
道
」
が
森
羅
萬
象

に
具
現

し
た
も
の
が

「
文
」

(文
彩
)
で
あ

り
、
そ
の

「
文
」
が
人
間
の
螢
み
の
中
に
形
象
化
し
た
も

の
が

「
文
章
」

(詩
文
)

で
あ
る
こ
と
を
論
謹
す
る
篇
で
あ



る
。
こ
の
篇
が

一
鷹

『易
』
の
繋
僻
傳
を
踏
ま
え
て
文
章
の
起
源
を
説
い
て
い
る
こ
と
は
既
に
周
知
の
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
劉
鋸

以
前
の
文
論
と
比
較
し
た
時
、
そ
こ
に
は
や
は
り
劉
薦
猫
自
の
文
章
観
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
濁
自
性
と
い
う
の
は
、
繋
辞
傳
を

踏

ま
え
た
論
理
展
開
の
う
ち
に
、
彩
飾
の
美
を
文
章
に
封
す
る
必
然
的
要
求
と
し
て
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
例
え
ば
劉
魏
は

原
道
篇
の
中
で
、

傍
く
萬
品
に
及
べ
ば
、
動
植
皆
な
文
あ
り
。
龍
鳳
は
藻
給
を
以
て
瑞
を
呈
し
、
虎
豹
は
嫡
蔚
を
以
て
姿
を
凝
ら
す
。
雲
霞

の
雕
色

は
、
書
工
の
妙
を
蹟
ゆ
る
有
り
、

草
木
の
責
華
は
、

錦
匠
の
奇
を
待

つ
無
し
。

夫
れ
豊
に
外
飾
な
ら
ん
や
、

蓋
し
自
然
な
る
の

み
。
林
籟
の
響
を
結
ぶ
に
至

っ
て
は
、
調
は
竿
悪
の
如
く
、
泉
石
の
韻
を
激
す
る
は
、
和
は
球
鐘

の
若
し
。
故
に
形
立
て
ば
則
ち

章
成
り
　
、
聲
稜
す
れ
ば
則
ち
文
生
ず
る
な
り
　
。
夫
れ
無
識

の
物
を
以

っ
て
、
欝
然
と
し
て
彩
有
り
、
有
心
の
器
、
其
れ
交
無

か
ら
ん
や
。

と
言
う
。
劉
翻
の
こ
の
見
解
は
、
文
章
が
本
來
的

に
彩
飾

の
美
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
彼
の
基
本
的
認
識
を
表

明
す
る
も

の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
認
識
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
の
書
名

の
由
來
を
解
説
し
て
序
志
篇
に

「
古
來
文
章
は
雕
縛
を
以
て
膿
を
成

す
」
と
言

っ
た

「
雕
龍
」
に
封
す
る
護
言
に
封
慮
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
原
道
篇
は
、
た
だ
に
文
章

の
起
源
を

「
道
」
に
求
め
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

「
道
」
に
よ

っ
て
美
文
の
存
在

を
人
間
の
螢
み
の
中
で
必
然
的
當
爲
的
な
も
の
と
認
め
た
、
い
わ
ば
劉
魏
の
基
本
的
文
章
観
を
提
示
し
た
も
の
と
言
え
る
。
序
志
篇

に

「
道
に
本
つ
く
」
と
い
う
所
以
で
あ
る
。

次
に
序
志
篇
に
所
謂

「
聖

に
師
す
」
と
相
鷹
じ
る
徴
聖
第
二
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
篇
で
は
、
「
道
」
を
文
章
化
し
得
た
聖
人

の
著
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作

に
つ
い
て
、
経
典
の
例
を
引
き
つ
つ
そ
の
手
法
を
解
説
し
、
そ
の
聖
人
の
手
法
を
創
作
の
範
と
す
べ
き
こ
と
を
論
述
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
徴
聖
篇
中

に
、

(
前
略
)
故
に
知
る
繁
略
は
形
を
殊
に
し
、
隠
顯
は
術
を
異
に
し
、
抑
引
し
て
時
に
随
い
、
憂
通
し
て
會
に
適
す
。
之
を
周
公
に

徴
す
れ
ば
、
則
ち
文
に
蘭
有
り
　
。
是
を
以
て
交
を
論
ず
る
は
必
ず
聖
に
徴
し
、
聖
を
窺
う
は
必
ず
経
を
宗
と
す
。

と
言

い
、
ま
た
、

(
前
略
)
然
ら
ば
則
ち
聖
文
の
雅
麗
な
る
は
、
固
よ
り
華
を
街
ん
で
實
を
侃
ぶ
る
者
な
り
。
天
道
は
聞
き
難
き
も
、
猶
お
或
い
は

鍛
仰
す
。
文
章
は
見
る
べ
し
、
胡
寧
ぞ
思
う
こ
と
勿
か
ら
ん
。
若
し
聖
に
徴
し
て
言
を
立
つ
れ
ば
、
則
ち
文
は
其
れ
庶
か
ら
ん
。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
こ
そ

「
師
乎
聖
」
の
解
説
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
篇
で
は
、
聖
人
の
創
作
方
法
を
聖
人
の
著
し

た
経
典
か
ら
學
ぶ
べ
き
こ
と
を
勧
め
た
わ
け
で
あ
る
。

宗
経
第
三
は
、
序
志
篇
に
所
謂

「
経
に
農
す
」
と
鷹
じ
る
篇
で
あ
る
。
こ
の
篇
は
、
ま
ず
幽
遠
雅
麗
な
経
典
の
讃
美
か
ら
始
ま
り
、

つ
い
で
経
典
が
、
當
時
に
存
在
し
て
い
た
様
々
の
文
膣
の
始
租
で
あ
り
、
淵
源
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
説
す
る
。
す
な
わ
ち
劉
鯉
は

篇
中

に
言
う
。

故
に
、
論

・
説

・
僻

・
序
は
、
則
ち
易
其

の
首
を
統
べ
、
詔

・
策

・
章

・
奏
は
、
則
ち
書
其
の
源
を
獲
し
、
賦

・
頸

・
謁

・
讃
は
、

則
ち
詩
其
の
本
を
立
て
、
銘

・
諜

・
箴

・
祝
は
、
則
ち
禮
其
の
端
を
総
ぺ
、
紀

・
傳

・
盟

・
激
は
、
則
ち
春
秋
根
を
爲
す
。
鼓
び

に
高
き
を
窮
め
て
以
て
表
を
樹
て
、
遠
き
を
極
め
て
以
て
彊
を
啓
く
。
所
以
に
百
家
の
騰
躍
す
る
も
、
終
に
環
内
に
入
る
。
若
し

経
に
稟
け
て
以
て
式
を
制
し
、
雅
に
酌
み
て
以
て
言
を
富
ま
さ
ば
、
是
れ
山
に
部
き
て
銅
を
鍔
、
海
を
煮
て
藍

を
爲
る
者
な
り
。
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そ
し
て
、
ま
た
劉
駕
は
、
こ
の
経
典
を
宗
師
と
し
て
文
章
が
作
ら
れ
た
と
き
、
そ
の
文
章
の
性
格
に
は
六
つ
の
す
ぐ
れ
た
要
素
が
具

備
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。

一
は
則
ち
情
深
く
し
て
誰
な
ら
ず
、
二
は
則
ち
風
清
く
し
て
雑
な
ら
ず
、
三
は
則
ち
事
信
に
し
て
誕
な
ら
ず
、
四
は
則
ち
義
直
に

し
て
回
な
ら
ず
、
五
は
則
ち
禮
約

に
し
て
蕪
な
ら
ず
、
六
は
則
ち
文
麗
に
し
て
淫
な
ら
ず
。

と

同
篇
中
に
言
う

の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
所
謂

「
六
義
」
が
、
當
時
の
文
章
家
た
ち
に
樹
し
て
提
示
さ
れ
た
創
作
規
範
で
も
あ
る
こ

と
、
疑
う
鯨
地
は
無
い
。
だ
と
す
る
な
ら
、
序
志
篇
に
所
謂

「
膣
乎
経
」
と
は
、
文
章
創
作
に
お
い
て
は
経
典
を
こ
そ
そ
の
宗
師
と
し

規
範
と
し
て
、
こ
れ
を
核
心
に
据
え
よ
、
と
い
う
意
味
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
に
績
く
正
緯
第
四
は
、
同
じ
く

「
櫃
紐
」
の

一
篇
と
は
い
え
、
次
の
辮
騒
篇
と
共
に
、
前
述
の
原
道

・
徴
聖

・
宗
経
の

三
篇
と
は
か
な
り
そ
の
論
調
を
異
に
し
て
い
る
。

こ
の
正
緯
篇
は
、
序
志
篇
に
所
謂

「
緯
に
酌
む
」
と
樹
鷹
す
る
篇
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
緯
書
は
、
も
と
も
と
経
典
と
並
び
稻

せ
ら
れ
、
経
典
を
補
佐
す
る
存
在
と
し
て
漢
魏
以
來
、
歴
代
の
儒
者
た
ち
か
ら
重
硯
さ
れ
て
き
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
劉
魏
は
、

こ
の
緯
書

の
説
く
と
こ
ろ
に
封
し
で
、
お
お
む
ね

「
爲
」
の
剣
断
を
下
し
た
。
つ
ま
り
、
輕
典
と
そ
の
質
を
同
じ
く
す
る
と
見
倣
し
た

從
來
の
傳
統
的
立
場
を
否
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
劉
魏
は
、
こ
の
緯
書
に
封
し
、
内
容
の
眞
備
と
は
全
く
別
の
次

元

か
ら
、
そ

の
敷
用
を
酌
み
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
劉
魏
は
そ
の
篇
中
に
言
う
。

若
し
乃
ち
義
農
軒
陣
の
源
、
山
漬
鍾
律
の
要
、
白
魚
赤
烏

の
符
、
黄
銀
紫
玉
の
瑞
は
、
事
は
奇
偉
に
豊
か
に
し
て
、
辞
は
膏
膜
に

富
み
、
経
典
に
盆
無
け
れ
ど
も
、
文
章
に
助
け
有
り
。
是
を
以
て
後
來
の
僻
人
は
英
華
を
操
撫
す
。
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つ
ま
り
劉
鋸
は
、
緯
書

の
中

に
豊
富

に
散
り
ば
め
ら
れ
た
奇
偉
な
事
柄
、
膏
膜
な
表
現
を
、
儒
家
思
想
の
側

か
ら
で
は
な
く
、
文
章

創
作

の
面
か
ら
高
く
評
償
す
る
。
劉
鋸
は
、
こ
の
緯
書
と
い
う
肚
大
で
華
麗
な
文
學
的
寳
庫
か
ら
、
き
ら
め
く
珠
玉
を
貧
欲
匿
拾
い
上

げ
、
こ
れ
を
多
彩
な
創
作

に
活
用
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
序
志
篇
に
所
謂

「
酌
乎
緯
」
の
眞
意
に
他
な
ら
な
い
。

「
福
紐
」
五
篇
の
最
後
に
置
か
れ
、
序
志
篇
に
所
謂

「
騒
に
攣
ず
」
と
樹
鷹
す
る
篇
が
、
楚
僻
を
封
象
と
し
た
辮
騒
第
五
で
あ
る
。

こ
の
篇
も
正
緯
篇
の
場
合
と
同
様
に
、
経
典
を
規
準
と
し
た
覗
鮎
か
ら
は
、
か
な
り
そ
の
批
剣
は
手
嚴
し
い
。

し
か
し
劉
魏
は
、
そ
う
し
た
楚
僻
の
反
経
典
的
な
誇
誕
さ
を
も

っ
て
楚
僻

の
文
學
的
債
値
を
獣
殺
し
よ
う
と

は
し
て
い
な
い
。
と
い

う
よ
り
も
む
し
ろ
劉
総
は
、
楚
誹
が
誠
諫
忠
怨
と
い
う
経
典
の
精
碑
を
縫
承
し
消
化
し
つ
つ
、
し
か
も

「
多
才

」
な
濁
自
の
表
現
を
生

み
出
し
て
い
る
こ
と
に
積
極
的
な
評
債
を
與
え
て
い
る
。
篇
中
で
楚
僻
に
封
し
て
劉
麗
が
、

雅
頬
の
博
徒
な
る
も
、
詞
賦
の
英
傑
な
り
。

と
性
格
づ
け
、
さ
ら
に
同
篇
中
で
、

能
く
氣
は
往
き
て
古
を
礫
ぎ
、
僻
は
來
た

っ
て
今
に
切
な
り
。

と
絶
賛
す
る
所
以
で
あ
る
。

そ
し
て
劉
鋸
は
、

右
に
畢
げ
た
文
中
に

「
僻
は
來

っ
て
今
に
切
な
り
。」

と
言

っ
て
い
る
こ
と
で
も
ほ
ぼ
推
察
が
つ
く
よ
う
に
、
楚

群
の
文
章
を
今
に
直
結
す
る
切
要
な
詞
藻
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
劉
鋸
は
、
こ
の
辮
騒
篇
で
の
論
述
の
最
後
を
締
め
括

る
際
、
當
時
の
人
び
と
に
詩
文
創
作
の
心
得
を
説

い
て
、

若
し
能
く
載
に
愚

っ
て
以
て
雅
頬
に
椅
り
、
轡
を
懸
け
て
以
て
楚
篇
を
駅
し
、
奇
を
酌
み
て
其
の
眞
を
失
わ
ず
、
華
を
翫
ん
で
其
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の
實
を
墜
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
顧
紛

に
以
て
辟
力
を
騙
る
べ
く
、
款
唾
に
以
て
文
致
を
窮
む
べ
し
。

と
言
う
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
劉
魏
は
、
経
典
、
特
に
詩
輕

に
よ

っ
て
代
表
さ
れ
る
そ
の
精
神
を
基
盤
と
し
て
、
楚
僻

の
華
麗
多
彩
な

表
現
を
騙
使
す
れ
ば
、
詩
文
創
作
の
敷
用
を
充
分
に
褒
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
劉
魏

の
主
張
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
當
時
流
行
の
文
章
膿
、
今
髄
文
の
存
在
を
肯
定
し
、
そ
の
創
作
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
に

④

他
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
當
時
に
あ

っ
て
は
、
今
膿
文
と
古
膿
文
と
の
間
に
は

一
慮

の
匪
別
意
識
が
認
め
ら
れ
、
美
麗
な
彩
飾
を

重
覗

す
る
今
膿
文
は
、
已
に
文
章

の
昔
律
に
注
意
を
向
け
る
ま
で
に
な

っ
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、

一
方
、
沈
約
の

『宋
書
』
謝
釜
運

傳
に
は
、

屈
平

・
宋
玉
は
清
源
を
前

に
導
き
、
頁
誼

・
相
如
は
芳
塵
を
後
に
振
う
。
英
僻
は
金
石
を
潤
し
、
高
義
は
雲
天
に
薄
る
。
妓
自
り

以
降
、
情
志
は
愈
≧
廣
し
。

と
言

い
、
ま
た
装
子
野
の

『
雕
轟
論
』
に
も
、

後
の
作
者
は
、
思
い
枝
葉

に
存
し
、
繁
華
恵
藻
、
用
い
て
以
て
自
通
す
。
若
え
ば
俳
側
芳
券
は
、
楚
僻
之
が
組
爲
り
。
廣
漫
容
與

は
、
相
如
其

の
音
に
和
す
。
是
れ
由
り
、
聲
に
随
い
影
を
逐
う
の
塵
、
指
を
棄
て
て
執
る
無
し
。

と
述

べ
て
、
共
に
今
膿
文
の
始
組
を

『
楚
僻
』
に
措
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
當
時

の
丈
壇

の
實
情
と
辮
騒
篇
の
所
論

と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
き
、

序
志
篇
に

「
攣
乎
騒
」
と
い
う
の
は
、
「楚
僻
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
近
代
的
表
現
を
求
め
る
」

と
い
う
意
味

に
他

な
ら
な
い
。

以
上
、
「文
之
椹
紐
」

と
呼
ば
れ
た
冒
頭
五
篇

の
内
容

に
つ
い
て
、

こ
れ
を
序
志
篇

に
言
う
と
こ
ろ
と
封
鷹
さ
せ
な
が
ら
槍
討
し
て

『文
心
雕
龍
』
の
基
本
的
性
格

(甲
斐
勝
二
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こ

き

た
が
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
そ
の
所
論
が
い
ず
れ
も
詩
文
創
作
の
立
場
か
ら
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
も

は
や
疑
う
鯨
地
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
序
志
篇
に
こ
の
五
篇
を
総
括
し
て
言
う

「
文
之
櫃
紐
」と
は
、
「
文
心
」
が

「
爲
文
の
用
心
」

で
あ

っ
た
の
と
同
様

(序
志
篇
)
、
こ
れ
も

「爲
文
の
椹
紐
」
、
つ
ま
り
詩
文
を
創
作
す
る
際

の
基
本
的
原
理
と
い
う
意
味

に
他
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
「福
紐
」
に
位
置
す
る
こ
の
冒
頭
の
五
篇
は
、
劉
鵬
に
と

っ
て
正
に
そ
の
創
作
論
の
根
幹
で
あ

っ
た
。
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そ
れ
で
は
次
に
、
念
の
た
め
に
、
こ
の

「
福
紐
」
五
篇

に
論
述
さ
れ
た
劉
魏
の
創
作
論

の
構
造
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
分
析
を
加
え
て

み
よ
う
と
思
う
。

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
櫃
紐
」
五
篇

の
う
ち
、
ま
ず
原
道
篇
で
の
主
題
は
、

文
章

の
起
源
を

「
道
」
に
求
め
、

か
つ
彩
飾
に
富

む
詩
文
を
文
章
の
本
來
的
必
然
的
な
も
の
と
認
め
る
こ
と
に
あ

っ
た
。

そ
し
て
、

そ
の
抽
象
的
な

「
道
」

を
具
髄
的
に
顯
現
し
得
た

者
が
聖
人
で
あ
り
、

具
艦
的
な
文
章
の
起
源
と
さ
れ
る
も
の
が
聖
人
の
著
し
た
経
典
で
あ
る
。

そ
こ
で
劉
鶴
は
、

次
に
徴
聖
篇

・
宗

経
篇
を
設
け
て
、

聖
人
の
文
僻
、

経
典
の
文
農
を
規
範
と
す
べ
き
こ
と
を
説
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
原
道

・
徴
聖

・
宗
経

の
三
篇
に

⑤

は
、

聖
人
が
形
而
上
的
な
理
念

の

「
道
」

を
経
典
に
文
章
化
し
得
た
と
考
え

る
劉
魏
に
と

っ
て
強
い
結
び
付
き
が
あ
る
の
は
疑
い
な

い
。し

か
し
な
が
ら
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
三
篇
だ
け
で
劉
鋸

の
原
理
論
が

一
鷹
完
結
し
た
と
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
聖
人
や
経
典
に
規
範
を
取
る
と
い
う
だ
け
で
は
、

最
初

の
原
道
篇
で
彼
が
提
唱
し
た

よ
う

な
h彩
飾
に
富
む
す
ば
ら
し
い
文
章



は
、
容
易
に
は
生
ま
れ
難
い
か
ら
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、

前
節
に
も
燭
れ
た
よ
う

に
、

劉
魏
當
時
の
文
章
に
は
、

古
典
の
質
朴
な
文
章
燈
を
受
け
縫
ぐ
古
燈
と
、

彩
飾
に
富

⑤

む
今
禮
と
が
明
確
に
匿
別
し
て
意
識
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
古
膣
派
が
経
典
主
義
を
奉
じ
て
い
た
と
豫
想
さ
れ
る
時
代
風
潮
か
ら
推
し

て
、
劉
鋸
が
専
ら
経
典
だ
け
を
創
作
の
規
範
と
し
て
持
ち
出
し
た
と
き
、
そ
の
ま
ま
で
は
原
道
篇
に
提
唱
し
た

「
文
」
あ
る
理
想

の
文

章

形
態
に
ま
で
昇
華
し
得
な
い
危
惧
が
多
分
に
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
實
際
、
本
書

の
総
術
篇

に
引
く
顔
延
年

(
」雪

血」U

8
～
π」

9ーり

」壬
)
の

「
経
典

⑦

は
文
采
あ
る
文
章
で
は
な
い
。」

と
い
う
護
言
か
ら
し
て
も
、

経
典
を
美
文
の
直
接
の
始
組
と
す
る
考
え
方
は
、
た
と
え
劉
魏
自
身
が

そ
う
信
じ
て
い
た
と
し
て
も
、
到
底

一
般
に
は
こ
れ
を
認
め
さ
せ
難
か
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
當
時
、
近
代
的
文
章
と
古
典
的
文
章
と
の
旺
別
が
既
に
人
々
の
意
識
に
定
着
し
て
い
た
以
上
、
劉
魏
の
場
合
、
古
典
的
文
章
の

経
典
か
ら
近
代
的
文
章

へ
の
連
絡
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
そ
の
橋
渡
し
が
理
論
上
要
求
さ
れ
る
の
は
必
然
で
あ
ろ
う
。
劉
駕

の
創
作
論

が
、
こ
の
よ
う
な
理
論
的
橋
渡
し
を
必
要
と
し
な
い
ほ
ど
美
文
禮
賛
論
で
な
か

っ
た
こ
と
は
、
本
書
下
篇

の
諸
篇

に
お
け
る
周
到
精
細

な
美
的
修
僻

へ
の
論
述
か
ら
推
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
正
緯
篇

・
辮
騒
篇
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
緯
書
か
ら
の
膏
膜
な
表
現
、
奇
偉
な
内
容

の
酌
み
取
り
、
ま
た
楚
群
か
ら
の
艶
麗
多
彩
な
近
代
的
表
現
の
吸
牧
を
説
く
と
き
、
始
め
て
原
道
篇
で
提
唱
し
た
文
章
の
本
來
的
で
必

然
的
な

「
文
」
あ
る
形
態
を
完
成
し
得
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
當
時
今
腱
の
始
租
と
見
倣
さ
れ
て

い
た
楚
辞
の
活
用
を

勧

め
、
今
禮

へ
の
昇
華
を
求
め
る
こ
と
は
、
劉
鋸

の
目
指
す

一
文
」
あ
る
文
章
の
實
現
の
た
め
に
是
非
と
も
必
要
な
も
の
で
あ

っ
た
。

も
と
も
と
、
原
道
篇
に
提
唱
さ
れ
た
劉
魍
の
創
作
理
論
は
、
辮
騒
篇
ま
で
來
て
始
め
て
完
結
す
る
性
質
の
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

『文
心
雛
龍
』
の
基
本
的
性
格

(甲
斐
勝
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し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
く

「
福
紐
」
五
篇
と
い
っ
て
も
、
原
道

・
徴
聖

・
宗
経
の
前
三
篇
と
比
較
す
れ
ば
、
正
緯

・
辮
騒
の
後
二
篇

に
お
け
る
論
述
は
、
劉
駕
が
目
安
と
し
逸
今
膿
の
創
作
に
直
結
す
る
敷
果
を
持

っ
て
は
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
膏
膜
艶
麗
な
表
現

を
野
放
圖
に
認
め
た
場
合
、
そ
こ
に
は
常

に
表
現
が
内
容
を
越
え
、
奔
放
に
流
れ
る
危
瞼
性
が
待

っ
て
い
る
。
前

に
引
い
た
斐
子
野
の

褒
言
の
よ
う
な
、
當
時
に
お
け
る
美
文

へ
の
反
擾
も
、
實
は
そ
の
黙
が
原
因
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

劉
薦
の
場
合
、
詩
文
は

「
文
」
あ
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の

「
文
」
は
、
あ
く
ま
で
も

「
道
の
文
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
、
劉
鶴
は
、
そ
の
詩
文
創
作
の
基
盤
に

「
道
」
の
膿
現
と
し
て
、
傳
統
的
な
眞
理
で
あ
る
経
典
を
設
定
す
る
必
要
が
あ

っ

た
の
で
あ
り
、
今
髄
の
美
麗
な
表
現
も
、
そ
の
基
盤
の
上
に
こ
そ
螢
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
考
え

て
く
る
と
、
こ
の

「
橿
紐
」
五
篇
を
貫
く
創
作
原
理
論
は
、
ま
ず
経
典
を
そ
の
規
範
燈
と
し
て
据
え
、
そ
の
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
近
代
的

文
章
表
現
を
鷹
用
駆
使
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば

「
膿
」
か
ら

「
攣
」

へ
の
創
作
理
論
で
あ

っ
た
と
総
括
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

四

で
は
、
こ
の
原
理
論
五
篇
に
つ
づ
い
て
列
叙
さ
れ
る
文
髄
論
二
十
篇
は
、
劉
魏
の
文
學
論
全
般
の
中
で
、
な
ぜ

「
綱
領
」
と
い
う
重

要

な
位
置
に
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
す
で
に
劉
駕
は
、
宗
経
篇
に
お
い
て
、

根
抵
の
薬
深
な
る
に
至
り
て
、
枝
葉

は
峻
茂
す
。
僻
は
約
に
し
て
旨
は
豊
か
に
、
事
は
近
く
し
て
喩
は
遠
し
。
是
を
以
て
往
者
は

善
し
と
錐
も
、
鯨
味
は
日
に
新
な
り
。
後
進
の
追
取
す
る
も
晩
き
に
非
ず
、
前
修
の
久
し
く
用
う
る
も
未
だ
先

ん
ぜ
す
。
太
山
の

偏
く
雨
ふ
ら
し
、
河

の
千
里
を
潤
す
と
謂
う
べ
き
者
な
り
。



と
言
い
、
こ
の
文
に
引
き
つ
づ
い
て
、
所
謂

「
根
抵
」
と

「
枝
葉
」
と
の
關
係
を
圖
式
的
に
系
譜
化
し
て
提
示
す
る
が
、
よ
り
根
抵
的

な

「
道
」
を
加
え
て
そ
れ
を
圖
式
に
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

道
1

ー
易

↓

論

・
説

・
僻

・
序

↓
貢
↓

詔

・
策

・
章

・
奏

-
詩

↓

賦

・
頒

・
謁

・
讃

-
禮

↓

銘

・
諌

・
箴

・
親

-
春

秋

↓

紀

・
傳

・
盟

・
撤

こ
の
劉
魏
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
劉
魏
當
時
の
あ
ら
ゆ
る
文
髄
は
、
枝
葉
と
し
て
す
べ
て
根
抵
で
あ
る
経
典
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ

り
、
從

っ
て
、
各
文
髄
は

「
経
に
稟
け
て
以
て
式
を
製
し
、
雅
に
酌
み
て
以
て
言
を
富
ま
す
」
(宗
経
篇
)
べ
き
も

の
で
あ

っ
た
。

さ
て
、
こ
の
文
髄
論
二
十
篇
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
前
半
の
韻
文
系
十
篇
と
後
半
の
散
文
系
十
篇

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
各
篇
の
論
述
形
式
は
、
い
ず
れ
も
、
ま
ず
、
そ
の
文
膿
名
の
語
源
か
ら
そ
の
文
髄

の
本
源
的
な
性
格

を
明
ら
か
に
し
、
次

に
、
歴
代
の
作
品
を
選
び
畢
げ
て
こ
れ
を
論
評
し
、
最
後
に
、
そ
の
文
膣
に
よ
る
作
品
の
あ
る
べ
き
形
態
を
論
述

す
る
と
い
う
、
ほ
ぼ

⑧

三
段
階
の
説
明
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
秩
序
整
然
た
る
論
述
態
度
は
、
軍
に
當
時
の
文
壇
に
流
行
し
て
い
た
文
章
流
別
の

系
譜
に
沿
う
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
基
底
に
は
、

一
貫
し
た
劉
魏
の
編
述
意
圖
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
我

々
に
豫
測
せ
し
め
る
現
象

で
あ
る
。

そ
こ
で
今
、
こ
の
三
段
階
の
劉
鋸

の
説
明
に
つ
い
て
、
便
宜
上
文
膣
論
二
十
篇
の
最
初
に
置
か
れ
た
明
詩
篇
を
例
に
取
り
上
げ
、
必
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要

に
鷹
じ
て
他
篇

に
お
け
る
劉
鶴
の
所
説
を
む
参
照
し
な
が
ら
順
次
こ
れ
を
具
膿
的
に
見
て
い
ご
う
ど
思
う
。

ま
ず
劉
魏
は
、
こ
の
明
詩
篇

の
冒
頭
に
お
い
て
、

大
舜
云
く
、
「
詩
は
志
を
言
い
、
歌
は
言
を
永
く
す
」
と
。
聖
護
の
析
つ
所
、
義
日
に
明
ら
か
な
り
　
。

昆
を
以
て
、

心
に
在
る

を
志
と
爲
し
、
言
に
護
す
る
を
詩
と
爲
す
。
文
を
訂
べ
實
を
載
す
る
、
其
れ
妓

に
在
る
か
。

と
述
べ
、
更
に
こ
れ
に
績
け
で
、

詩
は
持
な
り
。
人
の
情
性
を
持
す
る
な
り
。
三
百
の
蔽
・
義
は
饗

き
に
蹄
ナ
・
奮

訓
爲
を
・
轡

符
す
を

と
寒

の
奮

人
は
七
情
を
稟
け
、
物

に
慮
じ
て
斯
に
感
じ
、
物
に
懸
じ
て
志
を
吟
ず
。
自
然
に
非
ざ
る
に
莫
し
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
「
詩
」
と
い
う
文
膿
が
持

つ
べ
き
性
格
を
そ
の
本
源
に
ま
で
槻
り
、
こ
れ
を
確
認
ナ
る
。

次

に
、
歴
代
の
代
表
的
作
品
の
列
畢
と
そ
れ
に
封
す
る
論
評

の
部
分
は
、
劉
魏

の
詩
文
批
評
眼
を
窺
い
知
る
に
充
分
な
論
説
部
分
で

あ
り
、
か
つ
、

そ
の
作
品
選
別
か
ら
、

彼
の
文
學
観
を
確
め
る
こ
と
も
で
き
て
、

文
燈
論
中
、

最
も
我

々
に
手
慮
え
の
あ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
歴
代
作
品
に
封
す
る
論
評
部
分
も
、
彼
の
文
膿
論
中
で
他
の
部
分
と
遊
離
し
猫
立

し
て
在
る
の
で
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
例
え
ば
明
詩
篇
の
場
合
、
こ
の
い
わ
ば
歴
史
的
詩
詠
簡
史
を
紹
介
し
終
え
た
後
、
劉
駕
は
、

故
に
列
代
を
鋪
観
す
れ
ば
、
情
攣
の
数
は
監
る
べ
く
、
同
異
を
撮
畢
す
れ
ば
、
綱
領
の
要
は
明
ら
か
に
す
べ
し
　
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
彼

は
、
歴
代
の
作
品

の
通
史
的
な
観
察

・
比
較

に
よ
っ
て
詩
風
の
攣
遷
と
共
に
、
詩
の
本
質
的
な
要
諦
が
會

得
で
き
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
文
髄
簡
史

の
部
分
は
、
軍
な
る
文
學
史
的
概
観
で
も
な
く
、
ま
た
軍
な

る
歴
代
作
品

へ
の
論
評
で
も
な
く
、
實
は
次
の
段
階
に
來
為
、
文
燈
の
あ
る
べ
き
形
懸
を
述
べ
る
最
終
部
分
に
封
し
て
、
そ
の
論
擦
を
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前
も

っ
て
提
供
し
、
そ
の
導
入
的
役
割
を
果
す
も
の
と
見
敬
し
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
最
後

の
結
末
を
つ
け
る
、
文
燈
の
形
態
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
を
見
て
み
よ
う
。
明
詩
篇
で
劉
魏
は
、
こ
の
部
分
に
至

っ
て
、

若
し
夫
れ
四
言
の
正
髄
は
、
則
ち
雅
潤
を
本
と
爲
し
、
五
言
の
流
調
は
、
則
ち
清
麗
宗
に
居
る
。
華
=實
は
用
を
異
に
し
て
・
惟
才

の
安
ん
ず
る
所
な
り
。
故
に
平
子
は
そ
の
雅
を
得
、
叔
夜
は
其
の
潤
を
含
み
、
茂
先
は
其

の
清
を
凝
ら
し
、
景
陽
は
其
の
麗
を
振

う
。
繁
ね
て
善
き
は
則
ち
子
建

・
仲
宣
、
偏
に
美
な
る
は
則
ち
太
沖

・
公
幹
な
り
。
然
れ
ど
も
詩
は
恒
裁
有
り
て
・
思
い
幡
定
位

無
し
。
性
に
随

い
分
に
適
す
れ
ば
、
能
く
鷺
圓
す
る
は
鮮
し
。
若
し
難
し
と
す
る
所
を
妙
識
す
れ
幡
・
其
の
易

や
將
に
至
ら
ん
と

し
、
之
を
忽
せ
に
し
て
易
し
と
爲
せ
ば
、
其
の
難
や
方
に
來
た
ら
ん
。

と
述
べ
る
。
こ
の
劉
魏

の
言
葉
は
、
明
ら
か
に
詩
を
創
作
す
る
當
時
の
人
び
と
に
封
し
て
、
作
詩
上
の
注
意
を
促
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
参
考
ま
で
に
、
他
篇
の
當
該
部
分
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
例
え
ば
詮
賦
篇

に
は
、

夫
の
登
高
の
旨
を
原
ぬ
る
に
、
蓋
し
物
を
親
て
情
を
興
す
。
情
は
物
を
以
て
興
る
、
故
に
義
は
必
ず
明
雅
な
り
。
物
は
情
を
以
て

観
る
、
故
に
詞
幡
必
ず
巧
麗
な
り
。
麗
詞
と
雅
義
と
、
符
采
相
い
勝
を
こ
と
㌔
組
織
の
朱
紫
を
品
し
、
豊
給
の
玄
黄
を
著
す
が
如

し
。
文
は
雑
る
と
錐
も
質
有
り
、
色
は
揉
る
と
錐
も
本
有
り
。
此
れ
立
賦
の
大
膿
な
り
。

と
述
べ
て
い
み
。
こ
れ
は
、
賦
が
常

に
美
麗
な
も

の
で
な
匠
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
・
賦
の
本
來
の
あ
り
方
に
基
づ

い
て
説
い
た
も
の

だ
が
、
そ
れ
が
實
は
、

當
時
の
作
賦
家
に
向
け
て
の
獲
言
で
あ

っ
た
こ
と
は
、

最
後
の

「
此
れ
立
賦
の
大
膣
な
り
。」
と
い
5
,言
葉
に

よ

っ
て
も
疑
5
籐
地
は
加
い
で
あ
ろ
う
。
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更
に
、
議
封
篇
を
例
に
と
れ
ば
、
劉
魏
は

「
議
」
(建
議
文
)
に
つ
い
て
、

其
の
大
膣
の
資
る
所
は
、
必
ず
経
典
を
福
紐
と
し
、
故
實
を
前
代
に
採
り
、
通
攣
を
當
今
に
観
る
。
理
は
謬
り
に
其
の
枝
を
揺
が

さ
ず
・
字
は
妄
り
に
其
の
藻
窮

べ
ず
・
又
・
郊
祀
に
は
必
ず
禮
籍

く
・
戎
歪

は
宜
し
く
兵
総

し
く
、

田
穀
に
は
先
ず
農

を
曉
り
、
断
訟
に
は
務
め
て
律
に
精
し
く
す
。
然
る
後
に
標
す
る
に
顯
義
を
以
て
し
、
約
す
る
に
正
僻
を
以
て
す
。
文
は
辮
潔
を

以
て
能
と
爲
し
て
、
繁
褥
を
以
て
巧
と
爲
さ
ず
。
事
は
明
藪
を
以
て
美
と
爲
し
て
、
深
隠
を
以
て
奇
と
爲
さ
ず
。
此
れ
綱
領
の
大

要
な
り
。

と

い
い
・
こ
れ
ま
た

「
議
」
を
作
る
際

に
心
掛
け
る
べ
き
要
諦
を
、
讃
者
に
樹
し
て
逐

一
懇
切
に
説
明
し
て
い
て
、
明
ら
か
に
創
作
論

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
文
膿
論
の
各
篇
に
お
い
て
三
段
階
に
分
け
ら
れ
た
交
膿
解
説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
膿
に
つ
い
て
、
ま

ず
そ
の
文
髄
の
本
源
的
性
格
を
述
べ
、
次
い
で
、
そ
の
文
膣
の
歴
代
に
わ
た
る
代
表
的
作
品
例
を
畢
げ
、
最
後
に
、
そ
れ
を
承
け
て
、

そ

の
文
盤
の
あ
る
べ
き
形
態
を
示
し
、
創
作
の
際
に
留
意
す
べ
き
要
諦
を
述
べ
る
と
い
う
よ
う
に
、
終
始
創
作
論
の
立
場
を
貫
い
た
論

説
と
言
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
文
膿
論
二
十
篇
は
、
明
ら
か
に
文
禮
別
の
創
作
論
で
あ
り
、
さ
ら
に
詳
し
く
い
え
ば
、
劉
魏
の
當

時
、
と
か
く
文
章

の
本
來
の
姿
を
失
う
こ
と
が
多
か

っ
た
、
憂
慮
す
べ
き
文
壇
の
朕
況
に
封
し
て
、
正
統
な
詩
文
創
作
の
た
め
に
提
出

さ
れ
た
、
い
わ
ば
文
膿
別
の
便
覧
的
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
文
腱
論
二
十
篇
は
、
劉
翻
に
と

っ
て
は
、
當
代
の
文
壇
を
正
統
な
詩
文
創
作
に
引
き
も
ど
す
た

め
の
文
膿
別
便
覧

で
あ

っ
た
と
共
に
、
そ
れ
は
、
詩
文
創
作
に
お
け
る
劉
魏

の
基
本
的
準
縄
で
あ
り
、
揺
ぎ
な
い
文
學
的
信
念
で
も
あ

っ
た
。
以
下
こ
れ

を
今
度

は
下
篇
の
諸
篇
の
中
か
ら
裏
づ
け
て
み
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
通
攣
篇

の
冒
頭
に
は
次
の
ご
と
く
言
う
。

夫
れ
文
を
設
く
る
の
膿
は
常
有
る
も
、
文
を
攣
ず
る
の
数
は
方
無
し
。
何
を
以
て
其
の
然
る
を
明
ら
か
に
せ
ん
や
。
凡
そ
詩

・
賦

・
書

・
記
は
、
名
理
相
い
因
る
、
此
れ
有
常
の
髄
な
り
。
文
僻
と
氣
力
は
、
通
攣
す
れ
ば
則
ち
久
し
、
此
れ
無
方
の
数
な
り
。
名

理
常
有
れ
ば
、
膿
は
必
ず
故
實

に
資
り
、
通
憂
方
無
け
れ
ば
、
敷
は
必
ず
新
聲

に
酌
む
。

こ
の
劉
魏
の
主
張
は
、
文
髄
そ
れ
ぞ
れ
に
は
傳
統
に
基
づ
く
固
有

の
性
格
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
そ

の
上
に
立

っ
て
新
・

し

い
表
現
や
氣
迫
を
生
み
出
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
劉
鋸
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
技
法

(攣
)
よ
り
以
前

に
、
基
礎

的

な
も
の
と
し
て
恒
常
不
墜
な
文
膣

(盟
)
が
存
在
す
る
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
・

次
に
定
勢
篇
の
冒
頭
に
は
、

夫
れ
情
致
は
匠
を
異
に
し
、
文
攣
は
術
を
殊
に
す
。
情
に
因

っ
て
禮
を
立
て
、
髄
に
即
き
て
勢
を
成
さ
ざ
る
は
莫
し
。

と
言
い
、
更
に
こ
れ
を
具
髄
的
に
敷
衛
し
て
、

章

・
表

・
奏

・
議
は
、
則
ち
典
雅

に
準
的
し
、
賦

・
頸

・
歌

・
詩
は
、
則
ち
清
麗

に
羽
儀
し
、
符

・
激

・
書

・
移
は
、
則
ち
明
断

に
楷
式
し
、
史

・
論

・
序

・
注
は
、
則
ち
簸
要

に
師
範
し
、
箴

・
銘

・
碑

・
諌
は
、
則
ち
弘
深

に
膿
制
し
、
蓮
珠

・
七
僻
は
、
則

ち
巧
鑑
に
從
事
す
。
此
れ
膿

に
循

い
て
勢
を
成
し
、
攣

に
随

い
て
功
を
立

つ
る
も

の
な
り
。
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と
言

つ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
劉
魏
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
情
感
に
從

っ
て
こ
れ
を
文
章
化
す
る
場
合
、
ま
ず
第

一
に
必
要
な
基
本

的

な
も

の
と
し
て
、
文
膣
の
選
揮
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

更

に
、
劉
鶴
は
錯
裁
篇

に
お
い
て
、
創
作
の
手
順
を
三
段
階

に
分
け
て
述
べ
た
所
謂

コ
二
準
論
」
の
第

一
に
、

端
を
始
め
に
履
め
ば
、
則
ち
情
を
以
て
禮
を
位
す
。

を
畢
げ
て
い
る
。
こ
の

「
情
」
と

「
膣
」
の
封
懸
は
、
先
に
學
げ
た
定
勢
篇
中
の

「
情
」
と

「
膣
」
の
封
癒
と
同
様

に
、
人
そ
れ
ぞ
れ

が
表
現
し
た
い
心
情
と
、
そ
れ
に
封
鷹
す
る
適
釘
な
文
膿
と
を
意
味
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
も
ま
た
劉
魏
は
、
文
膣
と
い
う
も

の
が
、
創
作
の
手
順
に
お
い
て
、
第

一
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
基
本
的
な
存
在
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
通
攣
、
定
勢
、
鋳
裁
の
三
篇
に
見
え
る
劉
魏
の
所
論

に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
文
燈
が
、
創
作
に
お
い
て
は
第

一
に
考
慮
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
基
本
的
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
各
文
燈
の
嚴
密
な
識
別
採
揮
は
、
劉
鶴
の
創
作
論
に
お
い
て
、
最

も
基
礎
的
で
、
そ
の
機
軸
と
な
る
も
の
で
あ

っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
知
音
篇

に
提

示
さ
れ
た
六
つ
の

⑨

評
債
規
準
の
第

一
に
、
「位
膿
」
す
な
わ
ち
文
膿
の
選
揮
の
優
劣
が
畢
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
直
裁
に
物
語
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
文
髄
論
二
十
篇
は
『文
心
雕
龍
』
の
創
作
論
に
お
い
て
最
も
機
軸
と
な
る
部
分
に
相
當
す
る
と
考
え
て
間
違
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。
顧
み
れ
ば
、
道
に
よ

っ
て
五
経
が
作
ら
れ
、
五
輕
よ
り
各
種
文
腱
が
生
ま
れ
た
と
考
え
る
劉
鶴
の
文
膿
圖
式
は
、
正

に
原
道
篇
が
基
づ
く
『
易
』繋
群
傳

の
太
極
か
ら
八
卦
、
八
卦
か
ら
六
十
四
卦
と
展
開
派
生
す
る
そ
れ
で
あ

っ
た
。
そ

し
て
上
篇
は
、
そ

の
〈
道
↓
五
経
↓
各
種
文
膿
〉
と
い
う
展
開
派
生
の
上
に
各
篇
が
配
置
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
傳
統
思
想
に
基
づ
く

一
貫
性
は
、
つ
い
に
下
篇

に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
も
ま
た
上
篇
が
「綱
領
」
と
稻
せ
ら
れ
た
所
以
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。

お



お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
『
文
心
雕
龍
』
の
基
本
的
性
格
が
創
作
論
で
あ
り
、

そ
の
眼
目
と
し
て

存
在
す
る
の
が
声

上
篇
の
文
燈
論
二
十
篇
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
も
し
私
の
論
じ
た
と
こ
ろ
が
さ
ほ
ど
誤
り
を
犯
し
て

い
な
い
と
す
れ
ば
、

下
篇
の
諸
論
も
、
軍
な
る
構
想
論
や
修
僻
論
で
は
な
く
、
こ
の
文
燈
と
い
う
基
本
的
存
在
を
立
論
の
前
提
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
よ

っ
て
私
の
今
後
の

『
文
心
雕
龍
』
研
究
は
、
劉
鋸

の
力
黙
が

「
綱
領
」
と
い
う
上
篇
に
あ
る
こ
と
を
認

識

に
置
い
て
、
こ
れ
を
進
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
蛇
足
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
の
中
で
、
い
く

つ
か
私
が
氣
つ
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
附
記
し
て
今
後
の
課

題
と
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
第

一
は
、
冒
頭
の
五
篇
に
見
る
よ
う
に
、
古
禮
文
の
代
表
と
考
え
る
べ
き
経
典
を

「
膿
」
に
据
え
つ
つ
、
し
か
も
表
現
面
で
は

異
質
で
あ
る
は
ず
の
今
燈
文
を
重
覗
す
る
劉
魏
の
論
理
展
開
に
、
形
而
上
的
な
理
念
で
あ
る

「
道
」
が̂
大
き
な
役
割
り
を
果
し
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
論
理
展
開
の
方
法
は
、
當
時
佛
敏
が
中
國
の
傳
統
思
想
と
共
存

し
融
合
し
よ
う
と
し

た
と
き
に
、
こ
の
所
謂

「
道
」
を
共
通
の
始
組
と
見
て
論
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
佛
教
側
の
論
法
に
か
な
り
近
い
の
で
は
な
い
か
、
と

⑳

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
劉
魏
が
佛
教
の
典
籍

に
相
當
造
詣
が
深
か
っ
た
事
實
か
ら
、
そ
の
影
響
と
し

て
考
察
に
値
す
る

の

で
は
な
い
か
。

ま
た
、
こ
の
佛
教

の
影
響
に
關
す
る
こ
と
だ
が
、
華
麗
な
表
現
こ
そ
が
眞
實
を
傳
え
得
る
と
す
る
劉
狸
の
基
本

的
態
度
は
、
私

の
見

『文
心
雕
龍
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の
基
本
的
性
格
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る
と
こ
ろ
、
漢
魏
以
來

の
駐
膿
の
影
響
だ
け
で
は
な
く
、
説
得

の
た
め
に
華
麗
な
表
現
を
使
用
し
、
し
か
も

そ
れ
に
よ
っ
て
眞
理
を
傳

え
ね
ば
な
ら
な
い
佛
典

の
存
在

に
も
育
ま
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
劉
鶉

の
思
考
方
法
に
も

佛
教

の
そ
れ
が
相
當
な
影
響
を
與
え
て
い
る
よ
う
に
推
測
し
得
る
。
た
だ
し
、
佛
教
と

『
文
心
雕
龍
』
と
の
相
關
に
つ
い
て
の
考
察
は

ま
だ
最
近
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
、
『文
心
雕
龍
』
を
研
究
す
る
者
に
と

っ
て
、
仏
教
と
の
関
係
解
明
は
今
後
の
共
通
の
課
題
で
あ
ろ
う
、

第
二
に
、
『
文
心
雕
龍
』
の
よ
う
に
、
美
文
を
経
典
に
密
着
さ
せ
る
理
論
は
、

當
時
の
要
請
と
し
て
あ

っ
た

の
で
は
な
い
か
、

と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
顯
門
と
寒
門
が
載
然
と
厘
別
さ
れ
、
お
お
む
ね
社
會
的
地
位
が
低
く
恵
ま
れ
な
か
っ
た
寒
門
文
人
た

ち
は
、

貴
族
好
み
の
美
し
い
詩
文
を
作

っ
て
こ
れ
に
取
り
入
る
必
要
が
あ

っ
た
わ
け
だ
が
、

そ
の
際
、

彼
ら
寒
門
文
人
に
も
や
は
り

「
士
人
」
と
し
て
の
自
負
は
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
彼
ら
詩
文
家
自
身
の
地
位
を
社
會
的
に
認
め
さ
せ
た
い
要
望
が
出
て
く
る
は
ず
で
あ

る
。
そ
う
し
た
時
、
傳
統
的
な
椹
威
に
支
え
ら
れ
た
経
典
の
直
系
と
し
て
、
貴
族
好
み
の
美
文
を
認
め
た

『
文

心
雕
龍
』
の
よ
う
な
文

學
理
論
書

の
登
場
は
蓋
し
必
然
的
な
事
象
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
鍾
燦
の

『
詩
品
』

や
袈
子
野

の

『雕
巌
論
』

な

ど
の
誕
生
の
裏
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
旨
、
主
張
に
封
立
が
あ
る
と
は
い
え
、
や
は
り
同
様
な
社
會
的
基
盤
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
六
朝
期
、
盛
ん
に
出
現
し
た
文
學
評
論
を
、
こ
の
よ
う
な
面
か
ら
文
學
史
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
ま
た
必
要
な
の
で
は
な
い

諭力
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
『
文
心
雕
龍
』
研
究
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
六
朝
文
學
論
の
性
格
を
解
明
す
る
上
で
も
、

是
非
と
も
解
明
さ

れ
ね

ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
私

の
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。



註

(
1
)
下
篇

の
篇
構
成

に
つ
い
て
は
、
序
志
篇

に
述

べ
る
と

こ
ろ
よ
り

解

繹
す
る
と
、
現
行
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
本
來

、
初

め
の
部

分
に
は
、
騨
思
篇

、
匿
性
篇
、
風

骨
篇

、
定
勢
篇

、
附
會
篇
、

通
攣
篇
、
聲
律
篇
、
練
字
篇
、
が

こ
の
順
で
ま
ず
並
び
、
下
篇

の
終
り

の
部
分

に
は
、
時
序
篇
、
才
略
篇
、
知
音
篇
、
程
器
篇

が

こ
の
順

で
並
び
、
最

後

に
序
志
篇
が
置

か
れ

て
五
十
篇
を
統

べ
る
も

の
と
思
わ
れ

る
。
序
志
篇

に
論

及
の
な
い
下
篇

の
そ

の

他

の
篇

は
、
こ
の
初

め
の
部
分
と
終

り
の
部

分
の
中
間

に
置

か

れ
、
劉
縄
は
煩
を
嫌

う
て
略

し
た
も

の
と
私
は
考
え
た
。
た
だ

し
、
こ
の
下
篇

の
篇
構

成
に

つ
い
て
は
尚
考
察

を
要
す
る
。

(
2
)

『
抱
朴

子
』
君
道

篇
に

「
操
綱
領

以
整

毛
目
、
握
道
数

以
御
衆

才

。」
と

あ
り
、
唐

・
道
宣

の

『
四
分
律
捌
繁
補
闘
行
事
鋤
』
に

は

「
自

行
既
成

、
外
徳
彰
用
、
則

上
巻
之

中
、
綱
領
存
　

。
自

他
雨
徳

、
成
相
多
途

、
則

下
巻
之

中
、
毛

目
顯
　

。
…
…
今
随

宜
約
略
、
通
結
指
蹄
、
使
畢
領
提
綱

、
毛

目
自
整

。」
と
あ

る
。

共
に

「
綱
領
」
を
本
質
と
し
、

「
毛
目
」

を
そ
れ

に
附
随
す
る

細
目
と
見

て
い
る
。

(
3
)
中
國

で
も

こ
の
こ
と
は
あ
て

は
ま
り
、
例
え
ば
窟

鋲
氏
は

「
近

年

來
關
干

『文

心
雕

龍
』
的

研
究

、
多

側
重

『
文

心
雕
龍
』
下

編

的
創
作

論
和
批
評
論
。
」

(
「
『
文
心
雕
龍
』

的
文
膿
風
格
論

ω
」
古
代
文
學
理
論
研
究
第

二
輯

)
と
指
摘

す
る
。

(
4
)

『南
史

』
斐
子
野
傳

に
、

「
子
野
爲

文
典
而
速
、

不
尚
靡
麗

、

制
多
法
古

、
與
今
文
燈
異

」
と

あ
り
、
當
時

の
文
章
形
態

に
は

靡
麗

を
旨
と
す

る
今
膿
文
と
質
實

で
典
雅
な
古
盟
文

の
匿
別
が

あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
O

(
5
)
原
道
篇

に

「
故
知
道
沿
聖
以
垂
文

、

聖
因
文

而
明
道

。
」
と
あ

る
。

(
6
)
清
水
凱

夫

「
簡
文
帝
薫
綱

『
與
相
東

王
書
』
考
」
(
立
命
館
文
學

第

四
三
〇
～
四
三
二
合
併

號
)
参

照
。

(
7
)
総
術
篇

に

「
顔

延
年
以
爲
筆
之
爲
燈
、
言
之
文
也
。
経
典
則
言

而
非
筆

、
傳
記
則
筆
而
非
言

。」
と
あ
る
。

(
8
)
本
文
前
掲

の
表
、
参
照

。

(
9
)
知
昔
篇

に

「
是
以
將
閲
文
情
、
先
標

六
観
。

一
観

位
睡
、
二
観

置
僻
、

三
観
通
攣
、
四
観
奇
正
、
五
観

事
義

、
六
観

宮
商

。
斯

術
既
形
、
則
優
劣
見
　
。
」
と
あ
る
。

(
10
)

『
南
史
』
、
『梁

書
』
劉

縄
傳
参
照

。

(
11
)

こ
の
問
題
を
考

え
る
と
き
、

鍵
と

な
る
の
は
、

「
文
學
」
、
「
文

士

」
の
意
味
内
容

の
漢
代

か
ら

六
朝

に
か
け
て

の
攣
遷
で
あ
る

と
思

う
。
こ
の
こ
と

は
後

日
改

め
て
論
じ
た

い
0

尚
、

テ
キ

ス
ト
は
、

萢
文
瀾

『
文

心
雕
龍
註
』

(
商
務

印
書
館

版
)
を
用

い
、
諸
本
を
適
宜

に
参
照
し
た
。
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